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ンス課題 A B c 
事後の振り 目標の実現 造形活動を通 次の目標が




































課題 A B c 
ア 美ーマ術を展の を自分造形の考的なえ ァーマを設 ァーマが設テ 発想 定し，カー 定できてい
し，テーマに 要素を根拠 ドを選ん ない。
沿ってカード として言苦る で，話し合 カードを選
を選択し，選ん ことができ いに参加し んで話参 し合





イ 展不パネル 理由におい J回1分の班と 員、z価とその
について，項目 て，色や形 ア班につ 理由がかけ































｜ 調査 ｜ 質問内容




































? ?? ?? ? ???
???????













































アートカードは「広島県立美術館 1セット 6)56 
枚，国立美術館他4館 1セット 7)65枚， ArtImage 




























































































質問項目 事前 事後 事後一
10月 12月 事前
①相手の気持ちを考えなが
ら，声をかけたり関わった 98 98 。
りすることができる。
②友だちの様子などをみて，
どうしたらいいか考えて行 95 93 2 
動することができる。
③声の大きさや話し方に気を






















































A : 57.1 %, B : 31.4%, C : 11.4%であり，ベア
松本 美術館との連携による主体的な学びを育む鑑賞授業のあり方
一幼稚園児・小学生のためのミニ美術展の企画を通して

















事前10 事後 12 事後
月 月 事前
①表現や鑑賞に取り組む時，計
画を立てて行動することが 88 85 2 
できる。
②今，美術で，目標を持って頑 88 85 2 
張っていることがある。
③美術で新たに挑戦してみた 88 93 υ 「
いことがある。
④最後まであきらめずに表現




















































































自然 美術 音楽 スポーツ 感情・ 日本 趣味・感覚 文化 好物
合計 25 2 3 31 5 11 





然： 60，趣味・行為： 21，美術： 18，人工物： 11,






















































8) Art Image Mini-Kit : David W. Baker によ
る” Smallreproductions Big idea" , c1990 
Art Image Publications, Ink. 
